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平
成･

令
和
を
繋
ぐ
上
半
期
の
災
い･

禍
事･

罪･

過
ち
の
お
祓
い

わ
ざ
わ

ま
が
ご
と

は
ら

夏
越
神
事

な

ご

し

の

し

ん

じ

に
お
参
り

く
だ
さ
い

宮
司

山
田

茂
雄

７
月

夏

祭

り

７
日(

日)
午
後
２
時

夏
越
神
事

神
社
前
庭
に
て
、
『
夏
越
大
祓
』
と
『
茅
の
輪
く
ぐ
り
』
を
行
い
、

上
半
期
の
災
い
・
禍
事
・
犯
し
て
し
ま
っ
た
過
ち
を
祓
い
清
め
ま
す
。

人
形
を
持
参
し
て
、
お
参
り
く
だ
さ
い
。

ひ
と
が
た次

に
拝
殿
に
て
、
下
半
期
、
我
々

の
生
活
に
大
き
な
災
い
が
な
い
よ
う

に
神
様
の
ご
加
護
を
願
い
、『
夏
祭
り
』

を
行
い
ま
す
。
ど
な
た
も
ご
参
列
・

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
と
も
に
下
半

期
の
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。

夏
越
大
祓

罪
穢
れ
の
お
祓
い

な
ご
し
の
お
お
は
ら
い

皆
様
の
人
形
を
ご
神
前
に
納
め
、

ひ
と
が
た

参
列
者
全
員
で
大
祓
の
祝
詞
を
唱
和

の
り

と

し
ま
す
。
そ
の
後
、
切
麻(

麻
と
和
紙

き
り
ぬ
さ

の
小
片)

を
撒
い
て
自
身
を
祓
い
清
め

ま
す
。
祓
い
清
め
の
後
に
、
お
焚
き

上
げ
を
し
て
、
人
形
に
移
し
た
罪
や

ひ
と
が
た

穢
れ
を
火
の
力
で
祓
い
除
け
ま
す
。

よ

茅
輪
神
事

無
病
息
災
の
神
事

ち

の

わ

し

ん

じ

茅
の
輪
は
「
備
後
国
風
土
記
」
に
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登
場
し
ま
す
。
貧
し
い
な
が
ら
も

蘇
民
将

来
は
、武
塔
の
神(

素
戔
嗚

そ

み

ん

し
ょ
う
ら
い

む

と
う

す

さ

の

お

の

尊)

に
一
夜
の
宿
を
貸
し
て
も
て
な

み
こ
と

し
ま
す
。
そ
の
お
礼
に
武
塔
の
神

は
、
「
蘇
民
将
来
の
子
孫
と
言
っ

て
、
茅
の
輪
を
腰
に
付
け
た
人
は

疫
病
に
罹
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
話
に
登
場
す
る
素
戔

嗚
尊
は
河
内
神
社
の
御
祭
神
で
す
。

神
職
が
先
導
し
、
茅
萱
で
で
き

ち

が
や

た
茅
の
輪
を
８
の
字
を
描
く
よ
う

に
３
回
く
ぐ
り
、
「
水
無
月
の

夏

み

な

づ
き

越
し
の
祓
え
す
る
人
は

千
歳
の

ち

と
せ

命

延
ぶ
と
い
う
な
り
」
と
唱
え
、

の

祓
い
清
め
て
無
病
息
災
を
祈
る
伝

統
神
事
で
す
。
茅
の
輪
は
、
７
月

５
日
～
７
月

日
ま
で
河
内
神
社
の
境
内
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

15

お
参
り
の
作
法
は
、
茅
の
輪
に
表
示
し
て
あ
り
ま
す
。

夏
祭
り

お
初
穂
を
供
え
て

安
寧
を
祈
る

夏
越
神
事
の
後
、
参
拝
の
皆
様
と
拝
殿

に
昇
殿
し
、
夏
の
暑
さ
に
負
け
ず
健
康
で

家
庭
平
穏
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
ま
た
、
風

水
害
や
害
虫
な
ど
の
災
害
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
、
氏
子
の
皆
様
か
ら
奉
献
さ
れ
た
お

初
穂
を
、
神
様
に
お
供
え
し
て
お
祭
り
を

行
い
ま
す
。

河
内
神
社
へ
の
ア
ク
セ
ス
〔
周
辺
図
〕

必
勝
祈
願･

旅
行
安
全

心
身
安
穏･
良
縁
結
び

梛
之
実
御
守

な

ぎ

河
内
神

社
限
定

５
０
０
円

幸
せ
つ
な
が
る

各
種
御
守･

御
札

(

神
棚)

頒
布
中
。

御
朱
印
も
受
付
。

人
形
は
、
事

ひ
と
が
た

前
に
地
区
の

氏
子
総
代
さ

ん
を
通
じ
て

各
家
庭
へ
配

っ
て
頂
き
ま

す
。
総
代
さ

ん
が
不
在
の

地
区
（
藤
の

木
、
河
内
南
、

遥
花
な
ど
）

は

る

か

の
方
は
、
本

紙
の
人
形
を

ひ
と
が
た

切
り
抜
い
て

ご
使
用
く
だ

さ
い
。

人
形
の
使
い
方

一
人
ご
と
に
、
①
氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
て
、
②
体
を
さ
す
り
、

③
息
を
吹
き
か
け
て
身
に
付
い
た
半
年
間
の
罪
や
穢
れ
を
移
し
、

④
神
社
へ
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。（
当
日
に
参
加
で
き
な
い
方
は
、

事
前
に
人
形
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
ほ
か
の
方
に
託
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。

ひ
と
が
た

人
形
は
当
日
ま
で
社
頭
に
も
用
意
が
あ
り
ま
す
。
）

幸
せ
つ
な
が
る
河
内
神
社

河
内

神
社

○̍検
索

夏
の
御
守

─

ち
の
わ
─

お

ま

も

り

御
守
の
中
央
は
、
平
安
時
代
よ
り
前
の
長

岡
京
時
代
の
最
古
の
蘇
民
将
来
札
で
す
。
小

さ
な
茅
の
輪
と
と
も
に
災
難
除
け
、
健
康
の

御
守
と
し
ま
す
。
平
安
末
期
の
歌
に
も
あ
る

よ
う
に
夏
越
大
祓
は
長
寿
の
神
事
と
信
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
河
内
神
社
限
定
の
御
守
に
は

携
行
し
や
す
い
茅
の
輪
が
入
っ
て
い
ま
す
。

茅
之
輪
御
守
５
０
０
円
。
河
内
神
社
で
夏
の
期
間
限
定
頒
布
。
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男

夏
越
大
祓

人
形

ひ

と

が

た

女

不
足
す
る
場
合

(

は
コ
ピ
ー
で
も)

構
い
ま
せ
ん



（
裏
面
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形

）
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抜
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紙
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上
河
内･

下
河
内･

上
小
深
川･

下
小
深
川･

藤
の
木･

河
内
南(

彩
が
丘)

の
氏
神
様

百
年
遷
宮
事
業
奉
賛
会
が
発
足

河
内

神
社

河
内
神
社
は
、
５
年
後
の
令
和
５
年
に
合
祀

年
（
旧
各
村
の
神

100

社
を
今
の
河
内
神
社
に
合
併
）
を
迎
え
ま
す
。

明
治

年(

１
９
０
７)

、
国
の
政
策
に
よ
り
村
社
八
幡
神
社
（
上
河

40

内
中
郷
）
、
佐
古
神
社
（
上
河
内
下
城
）
、
客
人
神
社
（
上
河
内
魚
切
）
、

ま
ろ
う
ど

日
吉
神
社
（
下
河
内

[

河
内
南

]

）
、
新
宮

を含
む

神
社
三
社
（
下
河
内

白
川
・
上
小
深
川
・

下
小
深
川
）
、
大
宮
神

社
（
上
小
深
川
野
登
呂

の

と

ろ

[

藤
の
木

]

）
の
８

を含
む

社
を
合
祀
し
、
河
内

神
社
と
し
ま
し
た
。

合
祀
に
併
せ
て
村
民

の
浄
財
を
募
り
、

年
17

掛
け
て
今
の
河
内
神
社

の
姿
に
整
備
し
、
大

正

年
（
１
９
２
４
）

13
に
竣
工
し
ま
し
た
。

爾
来
、
河
内
地
域
（
河
内
・
藤
の
木
・
河
内
南
）
の
氏
神
様
、
産

土
神
と
し
て
氏
子
住
民
の
敬
神
生
活
の
営
み
に
守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
間
、
時
の
流
れ
、
世
代
の
移
り
変
わ
り
の
中
で
風
雪
、
風
雨

に
耐
え
て
き
ま
し
た
が
、
本
殿
・
拝
殿
・
境
内
地
各
所
の
腐
朽
破
損

が
顕
著
に
表
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
参
拝
者
の
中
に
は
高
齢
の
た

め
石
段
を
上
が
る
こ
と
の
出
来
な
い
人
た
ち
も
出
始
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
様
な
現
状
の
中
「
河
内
神
社
百
年
遷
宮
事
業
奉
賛
会
」
が
結

成
さ
れ
、
地
域
の
歴
史
を
語
る
神
社
を
今
後
の

年
へ
と
つ
な
ぎ
、

100
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次
世
代
に
残
し
て
敬
神
崇
祖
の
誠
を
護
持
す
べ
く
、
改
修
事
業
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
施
工
は
令
和
元
年
か
ら
５
年
ま
で
の
５
か
年

の
計
画
で
の
実
施
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
百
年
遷
宮
事
業
は
、
河
内
神
社
合
祀
以
来
の
大
事
業
で
あ
り
、

多
く
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
昨
今
の
厳
し
い
経
済
環
境
の
折
、

誠
に
恐
縮
で
は
あ
り
ま
す
が
、
事
業
の
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

格
別
の
協
賛
、
ご
協
力
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
奉
賛
に
当
た
り
ま
し
て
、
ご
芳
名
を
ご
神
殿
に
奉
納
し
、

芳
名
版
・
玉
垣
等
に
刻
み
、
功
績
を
讃
え
後
世
に
残
し
て
参
り
ま
す
。

神
社
豆
知
識

〝
遷
宮･

せ
ん
ぐ
う
〟
と
は

伊
勢
神
宮
の

年
ご
と
の
式
年
遷
宮
は
有
名
で

20

す
。
遷
宮
と
は
、
神
様
に
住
ま
い
を
お
遷
り
い
た

だ
き
、
建
替
え
や
修
理
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

神
様
に
よ
り
強
い
力
を
発
揮
い
た
だ
く
た
め
最
長

年
に
一
度
、
大
規
模
な
境
内
整
備
を
し
ま
す
。

100
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下
小
深
川･

藤
の
木･

河
内
南(

彩
が
丘)

の
氏
神
様

河
内
神
社
の
こ
よ
み
〔
令
和
元
年
下
半
期
〕

７
月

日(

日)

21午
後
２
時

祇
園
祭

素
盞
嗚
命
が
御
旅
所
〔
権
現

〕

す
さ
の
お
の
み
こ
と

お

た
び
し
ょ

さ
ん

に
御
神
幸
し
ま
す
。
前
夜
は
下
河

内
集
会
所
で
神
楽
が
あ
り
ま
す
。

河内神社の大正６年(1917)玉垣

本
殿
屋
根
葺
替
え
、
文
化
財
的
保
存
修
理

１
千

万
円

境
内
へ
の
車
道
整
備
・
拡
幅
、
駐
車
場
増
設

４
千
５
百
万
円

社
務
所
兼
授
与
所
・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
建
設

６
千
２
百
万
円

事業概要
７
月
７
日(
日)

午
後
２
時

夏
祭･

夏
越
神
事

茅
の
輪
く
ぐ
り

１
頁
に
詳
細
。

な
ど

８
月

日(

水)

14
午
後
７
時
半
こ

ろ

献
灯
祭

盆
踊
り
の
夜
、提
灯
で
、
先
祖
の

ち
ょ
う
ち
ん

御
霊
を
迎
え
て
お
祭
り
し
ま
す
。。

み

た

ま

月

日(

土)

10

12午
後
６
時
半

秋
祭

前
夜
祭

地
元
、上
河
内
神
楽
団
の
神
楽
奉

納
・
花
火
奉
納
が
あ
り
ま
す
。

月

日(

日)
10

13
午
後
２
時

秋
祭

例
大
祭

豊
か
な
実
り
に
感
謝
し
、ご
加
護

を
祈
る
大
事
な
お
祭
り
で
す
。

俵
御
輿
奉
納

午
後
３
時
半
こ

ろ

各
地
区
を
巡
行
し
た
俵
御
輿
８
基

た
わ
ら
み
こ
し

が
境
内
に
集
結
。
木
遣
り
と
と
も

に
勇
壮
に
揉
み
合
い
ま
す
。

地
域
の
ご
祈
願
は
河
内
神
社
で

地
元
を
守
護
す
る
「
幸
せ
ス
ポ
ッ
ト
」

初
宮
参
り
・
地
鎮
祭
な
ど
、
幸
せ
つ
な
が
る

河
内
神
社
の
ご
祈
願
に
つ
い
て
、
内
容
、
日
時
な

ど

不
明
な
こ
と
は
電
話
等
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〔
神
社
で
祈
願
〕

河
内
神
社
社
務
所

初
宮
参
り

(

０
８
２)

９
２
８-

２
２
８
３

安
産
祈
願

歳

祝

い

と

し合
格
祈
願

就
職
祈
願

厄

祓

い

や

く

ば

ら

良
縁
成
就

七
五
三
祭

車

祓

い

安
全
祈
願

商
売
繁
盛
な

ど

〔
現
地
で
祈
願
〕

地
鎮
祭(

新
築)

じ

ち

ん

さ

い

家
祓
い(

入
居)

神

棚

祭

井
戸
祓
い

安
全
祈
願

開

店

祭

上

棟

祭
な

ど

月

日
前
後

11

15

七
五
三
祭

男
子
３
歳･

５
歳
、

女
子
３
歳･

７
歳
の
年
に
は
氏
神

様
に
七
五
三
詣
を
し
ま
す
。
お
子

様
の
無
事
な
成
長
を
報
告
し
、
幸

福
と
健
康
を
祈
り
ま
す
。

月
中

10

旬
～

月
頃
ま
で
受
付
。

11

月
８
日(

日)

午
後
２
時

12
新
嘗
祭(

大
祭)

に

い

な

め

さ

い

今
年
収
穫
し
た
新
米
や
作
物
、
お

初
穂
を
供
え
、
神
様
の
恩
に
感
謝

し
、
今
後
の
ご
加
護
を
祈
り
ま
す
。

月

日(

火)

午
後
６
時

12

31
除
夜
祭(

大
祓)

一
年
締
め
括
り
の
大
祓
式
で
す
。

日
供
祭(

毎
日)

・
月
次
祭(

毎
月
１
日
・

日)

で
は
、
日
々
の
安
泰
を
お
祈
り
し

15

ま
す
。
境
内
清
掃
後
、
午
前
７
時
半

行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

ころ


